
球磨川宣言 

—私たちは被災してもなお川と共に生きる— 

 

1. 球磨川は大地を形成し生態系を育む流域社会の宝であり、流域住民の暮らしはその恩恵の
中にある。宝のまま将来世代に手渡すことが、いまを生きる私たちの責務である。 
 
2. 自然豊かな球磨川は、長らく流域の暮らしを成り立たせてきた。川の豊かさは流域の山林
の健やかさによって育まれてきたことから、私たちは山の健全性を求める。 
 

3. 生態系の重要な構成要素である川は、流れ溢れる存在である。恵みを享受し減災しうる川との

付き合い方を知るには、長く流域に住み続けてきた流域住民の知恵に学ぶ必要がある。 

 
4. 日本は洪水を敵視し川の中に押し込めて早く流す基本高水治水政策をとってきた。それを現実

化させる技術が連続堤防とダムだ。しかしこれらは川と流域社会を破壊する技術でもあることを、

球磨川豪雨災害はこの上なく示した。 

 

5. 基本高水治水は温暖化に伴う集中豪雨に機能不全であるばかりでなく、災害の激化に帰結した。

ダムや水路や樋門は、緊急放流や急激な水位上昇、激甚な流れを促し、生命を脅かした。 

 

6. 狭窄部や街中の支流や樋門付近の土石や流木の混じる濁流は、激甚な洪水を発生させた。生命

を守る上で最も留意すべきは洪水のピーク流量ではなく、早い段階で生命が危機に晒される洪水

が発生することだと、球磨川流域で私たちは確認した。 

 
7. 温暖化に伴う集中豪雨は、山河を破壊し膨大な土石と流木を伴って、著しい破壊力を持つ洪水

を流域のほぼ全支流で発生させた。そして流域各地で甚大な災害を発生させている。 

 
8. いま国が進める流域治水の内実は私たちの考えとは異なる。私たちが求めるのは、川を育む森

林と山地の保全、多様な主体を含む住民参加が担保された流域全体の豪雨対策であり、これを実

現させる法の整備である。 

 

9. 流域住民は長い歴史の中で、球磨川と共に生きる知恵を築き上げてきた。私たちは流域のこう

した文化を、球磨川の豊かさと共に私たちの孫子に伝えていく。 

 

10. 私たちはここで被災したが、これからも球磨川と共に生き続ける。川を壊す技術ではなく、

土地の成り立ちを踏まえ、省庁の縦割りに疑問を呈し、住民参加に基づく意思決定の上で、自然

豊かな川を実現するまちづくりや人間社会のあり方を求め続けることをここに宣言する。 


